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香辛料 に見 るコロンブス以前の新大陸食文化の

アジアへの伝播

矢 澤 進(京 都大学農学部教授)

1.緒 言

東南 アジアに分布す るほ とん どの栽培植物 は,

この地域 を原産 とす るもの を除 くと,人 種 の移動

経路 と同様,西 か ら,ま た は北か らこの地域 に伝

えられた と考 え られ る。一方,新 大 陸起源 のい く

つかの栽培植物 はコロンブスの新大 陸到達以前 に,

太平洋を経 由 して東南 アジアに達 していたのでは

ないか とい う議 論が古 くか らな されている。1947

年の高名な 「コ ンテ ィキ号」の冒険旅行以来,有

史以前の新大 陸 と太 平洋 ・東南アジア地域 との間

の文化的交流の存在 が議論 され るようになった。

「コンテ ィキ号 」によって原始的な筏に よるアメ

リカか らポ リネ シアへの航海が可能である ことを

証明 したヘイエルダールは,ポ リネ シア人の人種

的起源が新大陸である とする自説の証拠の一つ と

して,ポ リネ シア地域 に広 く分布す る新大陸起源

の作物の存在 をあげている。 その ような作物の代

表例がサ ツマ イモである。新大陸起源 と考 えられ

ているサ ツマイモの多様 な遺伝子型がポ リネ シア

全域 に広 く分布 しているこ と,名 前 に言語学的な

類似性が認め られ ること,い くつか考古学的証拠

があること等か ら,サ ツマイモが コロンブスのア

メ リカ到達以 前 に太平洋を経 由して この地域に伝

えられた可能性 は相当高い。ヘ イエル ダールは同

様 の例 として,ワ タ ・コ コヤ シ等 をあげて いる

(ヘイエル ダー ル,1976)。

残念なが ら,野 菜 ・果樹 ・香辛 料等 につ いて

は,こ の ような観点か らの研究が少 ない。 こうい

った主要作物以外の作物群 では,キ ダチ トウガラ

シ(CapsicumfrutescensL)が 詳細 に調査するに

値する と思われ る。 この作物 は新大陸起源であ る

が,東 南アジアか ら東ア ジア南部 に至 るまで広範

に分布 している。 キダチ トウガラシは短 日性植物

であるため,高 緯度にあ りキダチ トウガラシが栽

培可能な夏季 に長 日とな るヨーロ ッパ では開花結

実で きない。 このため,ヨ ーロ ッパ経 由で東南ア

ジアに伝えられたとは考 えに くく,南 アメ リカか

ら太平洋経由で直接伝え られた可能性 が高 い。 キ

ダチ トウガラシは東南ア ジア ・東 アジア南部全域

で,地 域の農家によって比較的小規模 に栽培 され,

多くの在来品種 が存在す ると思 われる。 キダチ ト

ウガラシの一般的特性 について,Pursegloveら

(1981)は 以 下のように述べている。

"キ ダチ トウガラシは寿命の短 い永年性 の半灌

木で,樹 高0。5～1.5m,寿 命2～3年,一 般 に晩

生。植物体は トウガラシ(CapsicumannuumL)

によく似ているが,花 房 はしば しば対 にな り,通

常開花時には直立 する。植物体は無毛,時 と して

わずか に毛がある。花弁 は緑黄色 で,光 沢 があ り,

長 さ約6～10mm。 果実 は通常小 さくて幅 も狭 い,

長 さ0.7～3.Ocm,幅0.3～1.Ocmあ るが,大 き

い果実 をつける型 もある。キ ダチ トウガラシは非

常 に辛い。果実は成熟前緑 または黄色で,成 熟後

通常 は赤 くなる。果実 は球形 ・半紡錘形 のものが

知 られている。黄色がか った種子は最 大時 の直径

が2.5～3.5mmで ある。"

この記述にあるように,キ ダチ トウガラシの植
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物体 は トウガ ラシとよ く似 ており,こ の両種 を区

別す るのは困難な ことが多い。区別するための基

準は,花 色 ・が くの形態 ・葉 の形態の相違 であ る。

既に一ヒで述べた ように,キ ダチ トウガラシの花色

は緑黄色であ るが,ト ウガラシは通常,白 色で あ

る(Plate1)。 が くの形態 は最 もよい目印 とな る

だ ろう。Fig.1に 示 した ように,両 種 のが くの形

態は大 きく異な っている。 キダチ トウガラシで は

が く片が果実の上 に帽rの ように乗っているの に

対 し,ト ウガラシは果実の肩部をが く片が蔽 って

いる。 また,両 種 とも多くの変異が存在す るので

あるが,一 般 にキダチ トウガラシが広い,軽 く光

沢を帯 びた葉 を有す るの に対 し,ト ウガラシの葉

は細 く光沢がない。既 に述べた ように,一 般に開

花に短日を要 し,暖 か い気候 を好む。乾燥等不適

な環境 に も比較的 よく耐 える。

本研究 は新大陸起源の香辛料,特 にキダチ トウ

ガラシに焦点 を絞 り,そ の在来品種 の分布 ・利用

及び種 々の特性 を調査 し,さ らに調査結果 をもと

に伝播経路 を分析 し,最 終的には太平洋 を経由す

る経路 による伝播の可能性 を明 らかにす ることを

目的 として行 った。調査地 として,イ ン ドネシア

の西 ジャ ワ州 ・中 央ジ ャワ州 ・イリアンジャヤ

州,タ イ北部及び南部,日 本の西南諸島 を設定 し

た(Fig.2～5)。 イン ドネシアの イリア ンジャヤ

PlatelFlowersofCapsicumspp.(1st,2nd,3rd

fromtheleft:C.annunrn,2ndfromthe

right:C.ノ)t'!`・ ∫ぐc〃∫,rightmost:C.bnごCQ'〃'η),

州 は東南 アジアで も最東端 に位置 し,西 側の 西 ・

中央 ジャワ州での分布 と比較する ことによ り,域

内での東西の移動を推定で きる。 また,西 ・中央

ジャワ州,南 部 タイ,北 部 タイ,西 南諸島での分

布 を比較す ることによ り,南 北の移動 に関す る推

定 を行 うことができる。 さらに,現 地での分布 ・

栽培 ・利用 に関する調査 に加え,収 集 した在来系

統 の生化学的特性,特 に種子貯蔵 タンパ クの電気

泳動像の分析 も行った。種子貯蔵 タンパ クの分析

によ り,在 来品種 ・系統の遺伝 的類縁性が明 らか

とな り,伝 播経路 の推定 に有用な資料 を得 ること

ができる。最後に,現 地調査の結果 と生化学的特

性 に関す る分析結果 とか ら,東 南 アジアにお ける

キダチ トウガ ラシの分布 と伝播経路 を推察 し,コ

ロンブス以前の太平洋経由による伝播の可能性に

ついて考察 した。

2.現 地調査

a)調 査方法

前述 したように,調 査地 としてイン ドネシアの

西 ジャワ州 ・中央ジャワ州 ・イ リアンジャヤ州,

タイ北部及び南部,日 本の西南諸 島を選 んだ。調

査 日程 は以下の通 りで ある。

1。 インドネシアでの予備調査(阿 部,主 として調査準

備)

Fig.1MorphologyofcalyxinC.annaurm,andC.

ノrzrtesce〃5,
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19919.14.大 阪 発,ジ ャカ ル タ着(～1992,4.

13.)

2.タ イでの予備 調査(北 部 タイ,縄 田)

199111.29.大 阪 発,バ ンコ ク着(～12.2.)

12.3.北 部 タ イ調 査(～12.16.)

3.タ イ ・イ ンドネシアでの調査(矢 澤 ・縄田 ・阿部)

19927.1.大 阪 発,バ ン コ ク着(縄 田,～7.

2.)

7.3.北 部 タイ 調 査(～7.10.)

7.8.大 阪 発,ジ ャ カル タ着(阿 部,～

1993.4.14.)

7.11.バ ン コク(縄 田,～7.13.)

7.12.大 阪 発,バ ン コ ク着(矢 澤,～7.

13.)

7.13.バ ン コ ク発,ジ ャ カ ル タ着(矢 澤

・縄 田,～7 .15.)

7.16.イ リア ンジャヤ州調査(縄 田 ・阿

部,～8.1.)

西部 ジャワ州調査(矢 澤,～7.17.)

7.18.ジ ャカ ル タ 発,バ ン コ ク着(矢 澤)

7.19.バ ンコ ク 発,大 阪 着(矢 澤)

8.2.ジ ャカ ル タ(～8.4.)

8.5.西 部ジャワ州 ・中央ジャワ州調査

(縄 田 ・阿 部,～8.11.)

Fig.2SurveyedareasinIrianJaya,Indonesia.

Fig.3SurveyedareasinJava,Indonesia.
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Fig.4SurvevedaτeasinNorthernThailand.

8.12.ジ ャ カ ル タ

8.13.ジ ャ カ ル タ発,バ ン コ ク着(縄 田,

～8
.16.)

8.17.南 部 タ イ調 査(縄 田,～9.6.)

9.7.バ ン コ ク(縄 出,～9.14.)

9.15.バ ン コ ク発,大 阪 着(縄 田)

io.as.大 阪発,那 覇着,西 南諸 島 調 査

(矢 澤,～11.4.)

現地調査は,栽 培圃 にお いて,利 用 ・栽培 ・在

来品種の形態等についての農家への聞 き取 りと植

物体の直接観察によって行 った。 また,現 地の市

場で も聞 き取 りと観察 を行 った。大学 ・試験場等

研究機関では資料 の収集 を行 った。聞 き取 りでは,

利用方法 ・呼称(地 方名)・ 栽培 方法一般 ・生理

生態的特性(開 花特性 など)・ 使用 品種 等 につ い

て調査を行 った。形態 については,そ れぞれの栽

培圃 ・自生地で,果 実 を主 として植物体 全体 につ

いて観察を行った。 また,そ れぞれの地域 で,在

来品種の収 集を行 った。収集 した在来 品種 は生化

学的特性 に関 する調査に供 した。

b)結 果

1.イ ン ドネシア

a.イ リアンジャヤ州

イ リアンジャヤ州はニューギニア島の西半分を

占め,1969年 最後 にイン ドネシア領 とな った。イ

リアンジャヤ州 は全域 熱帯 に属す るが,海 岸低地

か ら5,000m近 い高山迄含 まれ るため,極 めて多

様な生態 系を形作 っている。種々の生態系の うち,

広大な淡水湿地林 ・サバンナ地帯では殆 ど人が住

んでいない。海岸低地 と高原が人間の主たる居住

空間 となって いる。海岸低地で は,平 地での畑作

(商品作物)・ 稲作,斜 面での焼畑が見 られる。高

原では,盆 地 ・支谷の平坦部 を利用 した畑作,及

び山地斜面 を利用 した畑作(と もに主作物はサツ

マイモ)が 見 られる。 今回,海 岸低地のマ ノカ リ

市近辺,高 原のア ンギ高地及びバ リエン渓谷で調

査 を行 った。
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Fig.5SurveyedareasinSouthernThailand.

イ リアンジャヤ州西北の鳥頭半島東北部 に位置

するマノカ リ市 は海 に接 しているが,平 野部 は限

られてお り,西 部 ・南部はアルファ ック山地 につ

ながってい く。 ここでは,チ ェン ドラワシ大学農

学部 で情報の収集 を行 った後,マ ノカ リ市郊外の

パシルプティ ・イナ ンベ リ地区の農 家圃場で調査

した。 また,マ ノカリ市近郊にある政府開拓移住

計画 によ り造成 された ウォルマ リ ・プラフィ地区

の農家圃場で も調査 を行 った。さらに,マ ノカ リ

市周辺 にあ る丘陵斜面の焼 畑圃場 で も調査 した。

マノカリ市周辺には もともとこの地 区に住むパプ

ア系の地域住民の他,政 府移住事業 で移 り住んで

きた他島(特 にジ ャワ)出 身者 も多 く居住 してい

る。

キダチ トウガラ シの栽培 はマノカ リ市周辺の殆

どの地域で見る ことがで きた。野菜栽培農家の栽

培圃(Plate2),水 田農家あるいは畑作農家 の自

家 菜 園 及 び焼 畑 圃 場(Plate3)で,規 模 の大 小 に

関 わ らず キ ダ チ トウ ガ ラ シの 栽 培 が 認 め られ た。

また,地 域 住民 の 家 庭 菜 園 で も広 く見 る こ とが で

きた 。 トウ ガ ラ シの イ ン ドネ シア 名 は 「チ ャベ 」

で あ るが,イ リア ン ジ ャヤ 州 で は,小 さ い トウ ガ

ラ シは 「リチ ャ」,大 きい トウ ガ ラ シ は 「ロ ン ボ

ク」 と呼 ば れ て い る 。 「ロ ン ボ ク」 は普 通 の トウ

ガ ラ シ(CapsicumayznuumL)で あ るが,「 リチ

ャ」 は 殆 ど全 て キ ダチ トウガ ラ シ(Capsicumfru-

tescensL)で あ る。 「リチ ャ 」 に は さ らに2種 類

あ り,「 リチ ャ ・パ デ ィ」 は 果 実 の 極 め て 小 さい

タ イプ(長 さ0.7～1.5cm)で,「 リチ ャ ・ピサ ー

ル 」 の 果 実 は やや 大 きい(長 さ3～6cm)。 近 郊

農 家 や 市場 で の 聞 き取 り調 査 に よる と,「 ロ ン ボ

Plate2 Birdpeppercultivatedinafarmer'sfield

aroundNlanokwari,IrianJaya,Indonesia.

Plate3Birdpeppercultivatedinashiftingculti-

vationfieldnearh・lanokwari,IrianJaga,

Indonesia.
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ク」 と 「リチャ ・ピサー ル」は普通 に栽培 されて

いるが,「 リチ ャ ・パデ ィ」 は栽培 され るこ とな

く,通 常 は自生してい るということだった。マ ノ

カ リ市近郊の野菜農家での実際の調査 でも,大 き

な面積で栽培 されてい たの は 「リチャ ・ピサー

ル」 と 「ロンボ ク」で,「 リチ ャ ・パ デ ィ」は 自

家 菜園や焼畑圃場で細々 と作 られているの にす ぎ

なかった。 こうい った 「リチャ ・パディ」 につい

て聞 いてみ ると,た いてい は植 えたので はな く自

然に生 えて きたのだ という答えが帰 って きた。 自

然に生 えた果実の小 さいキ ダチ トウガラシを除草

時 に一緒 に刈 り取 らず,果 実がで きると収穫す る。

施肥等積極的 に世話 をす ることは普通 ない。 自然

に生えてきたキダチ トウガ ラシは元々どこか ら来

たのかと聞 いてみ ると,前 年 も生えていて その種

が散 ったの だ という答 えもあったが,鳥 が どこか

別 の所 で果実 を食べ,こ の辺 りで糞をして そこか

ら出たのだという答 えがほ とん どだった。以上 を

まとめると,マ ノカリ市周辺で見 られるキダチ ト

ウガラシには2種 類あ り,少 し果実の大 きい 「リ

チャ ・ピサー ル」 と呼 ばれ る種類は商品作物 とし

て栽培 され,「 リチ ャ ・パデ ィ」 と呼 ばれる果実

の小 さい種類 は殆 どが 自生である。 イリア ンジャ

ヤ州 の州都であ るジャヤプ ラ市(東 北部の海岸低

地 に位置す る)の 市場の聞 き取 りでも,同 様の結

果を得 た。

マ ノカ リ市の西 北 か ら南 に伸び るアルフ ァッ

ク山地 の中 にあ るア ンギ湖 を中心 とす る標 高約

1,600～2,000mの アン ギ高原 で も調査 を行 った

が,低 温のためかキダチ トウガラシも トウガ ラシ

も見ることはで きなか った。一 方,イ リア ンジャ

ヤ中央部 に位置す るバ リエ ン渓谷 も,標 高1,400

～2,200mの 高原であ るが,低 地に較べ る と少な

かったもののキダチ トウガラシを見 ることがで き

た。市場には 「リチャ ・ピサール」が出荷 されて

いた(Plate4)が,調 査 した範囲で は トウガラシ

Plate4Birdpeppersoldinalocalmarketin

、Varnena,IrianJaya,Indonesia.

を大 きな面積で栽培 していた農家はなかった。 こ

れに対 して 「リチャ ・パデ ィ」 は農家の自家菜園

・庭先等 で自生 しているのを数 ヶ所で観 察 した。

次にイ リア ンジャヤ州 における トウガラ シの利

用について述べる。イ リアンジャヤ州はパプア系

やオース トロネ ジア系の非常 に多 くの民族 が居 住

するため,今 回調査 した地域か ら全体を推 定する

のは撞 めて困難であるが,日 常生活において トウ

ガラシの利用が広 く見 られるとは言いがたい。元

々の地域住民に とって トウガラシは 日々の食事 に

必 要不可欠な ものではない。マ ノカ リ市近 郊のパ

プア系住民に とって もバ リエン渓谷のダニ族に と

って も,ト ウガ ラシはさほ ど重要な食物ではない。

これに対 して ジャワ島を含 むイン ドネシアの他の

地域か ら移住 して きた住民 にとって,ト ウガラシ

類 は非常 に重要である。有名 なサ ンバル(ト ウガ

ラシソー スの一種)を はじめとして,ト ウガラシ

類 のない食事は考えに くい。早 くか ら開発の進ん

だ海岸部では移住者の影響 で現地住民の食生活の

中にも,ト ウガラシ類は取 り入れ られてい るが,

アンギ高原やバ リエン渓谷等の内陸部 では今なお

日常の食生活に トウガラシ類が多 く取 り入れ られ

てはいな い。「リチャ ・ピサー ル」・「リチ ャ ・パ

デ ィ」 ともには通常生 でいろいろの料理に入れ ら

れ た り,そ の まま調味料 として用い られた りして
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いる。 と もに乾 燥 して用 い られ るこ とは殆 どな

い。乾燥 トウガラシとして用い られ るの は 「ロン

ボク」 と呼 ばれ る トウガラシ(Capsicumannuum

L)で ある。

キダチ トウガラシの果実の形態 は3つ の要素に

分けて考 えることがで きる。一 つ目は形で,丸 型

(前記Pursegloveら のい う球形)と 細型(同 半

紡錘形)の2つ に分 けられる。次の要素 は大 きさ

である。 アジアに分布す るキダチ トウガラシ緑熟

果の長 さは3～60mmの 間 にあ り,品 種 ・系統間

で連続的に変化 する。 このため,大 きさによって

分類するのは困難であるが,こ こでは小型(果 実

の長 さ3～15mm),大 型(50mm以 上)及 び中型

(中間の長 さ)の3タ イプに分 けた。3つ 目の要

素 は色である。緑熟時の果皮の色 により,暗 緑色

・黄緑色 ・黄白色の3つ のタイプに分け られる。

以上の3要 素に よって,キ ダチ トウガ ラシの果実

の形態 は18の 型(2x3×3)に 分 けることがで

きる。 イリア ンジャヤ州では,こ の うち10の 型の

分布が認 められ た(Table1)。 「リチャ ・パデ ィ」

は全て小型であ り,中 型 ・大型 は 「リチ ャ ・ピサ

ール」 である。最 も多 く栽培 されていたの は 「リ

チャ ・ピサール」の緑熟果が黄緑色で細型の品種

だった。

なお,葉 の形態 ・草型等,草 姿において も広範

な変異 が見 られ たが,調 査 した個体 の齢や栽培 ・

自生条件が異 なってお り比較するこ とが困難 なた

め,こ こでは詳 しく述べない。採取 した在来品種

の詳細 な特性調査 を待ちたい。

b.西 ジャワ ・中央ジ ャワ州

ジャワ島 はいわ ゆる火山島で,山 地 と狭隙 な盆

地 ・平野 からなる。火山岩を母岩 とした土壌 は肥

沃で,土 地 は高度 に利用 されてお り,盆 地 ・平野

部では水田稲作 ・畑作,山 地斜面 では種々の畑作

が行われている。今回 は西ジ ャワ州及び中央 ジャ

ワ州の一部 で調査 を行 った。調査経路 はFig.3に

示 している。主 要な調査地は,ジ ャカルタ市 ・西

ジャワ州ボゴール市 ・レンバ ン高地(バ ン ドゥン

市)・ チア ミス市 ・テガール市,中 央 ジ ャワ州 プ

ルオ クル ト市 ・ディエン高地 ・ウ ォノソボ郡 ・マ

ジェラン市 ・ウ ォノギ リ郡 ・スラカルタ市 ・サラ

ティガ市である。

ジャワでは,ト ウガラシ ・キダチ トウガラシ と

も重要 な食物であ り,そ の栽培は至る所 で見 られ

た。但 し,大 規模 に栽培 されているのは トウガラ

シで あり,キ ダチ トウガラシの商業的栽培 は さほ

ど多 くない。 ジャワ島では トウガラ シ ・キダチ ト

ウガラシとも 「チ ャベ」 と呼ばれてい る。 「チャ

ベ」 は トウガラシ類の総称であ るが,区 別する際

にはキダチ トウガラシは 「チ ャベ ・ラウ ィッ ト」

と呼 ばれ ることが多い。 ラウィッ トは 「ごく小 さ

い」 の意で,「 チ ャベ ・ラウ ィット」は小 さい ト

ウガラシ類の総称であ り,必 ず しも種 としてのキ

ダチ トウガラシを意味 するわ けで はないが,「 チ

Table1 FruittypeofthebirdpepperdistributedinIrianJayaandJavain

Indonesia
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ヤベ ・ラウ ィッ ト」 と呼 ばれ る トウガラシ類 は殆

どがキダチ トウガラシの小型の ものである。一方、

「チャベ ・ラウ ィット」 と呼 ばれない トウガラシ

類の中にもキダチ トウガラシが存在 する。野菜農

家で出荷す るために栽培 されているキダチ トウガ

ラシは,イ リアンジャヤ同様果実が中 ・大型で緑

熟期の果色が黄緑色の品種が殆 どである。 このキ

ダチ トウガ ラシは果実が小 さくないため 「チ ャベ

・ラウィッ ト」 とは呼ばれていない。

今回調査 を行 った地 域では,キ ダチ トウガラ シ

の小規模な栽培が野菜 農家の圃場及び自家菜園 で

数多 く見 られた(Plate5)。 既 に述べ たように農

家の圃場では中 ・大型 で緑熟期 に黄緑色 となる も

のが多かったが,自 家 菜園では小型の 「チャベ ・

ラウィッ ト」 も多 く見 られた。 自家菜園の 「チャ

ベ ・ラウ ィッ ト」 は農 家自身が播種 した もので,

イリアンジ ャヤのような自生 は殆 ど認められ なか

った。今回は,野 菜農家の 圃場 を中心に調査 を行

ったため,い わゆ る 「プカラ ンガ ン」(屋 敷林)

の調査 は殆 ど行 ってい ない。 自生のキダチ トウガ

ラシは多 くが 「プカランガン」で見られ ると思わ

れ,事 実地方の市場や農家での聞 き取 りで はそ う

いった話 しを多 く聞いたのである。今回の調査で

自生 のキダチ トウガラ シをあ まり目にす ることは

なかった一因 とな ってい るのか もしれ ない。 また,

Plate5 Birdpeppercultivatedinafarmer'sfield

aroundV㌧ 「onogiri,CentralJava,Indonesia.

屋敷林 と似 た条件の ゴム林 の周縁部やチー ク林の

周縁部 で もキダチ トウガラシの 自生はあ まり多 く

認め られ なか った。

既 に述べ たように,キ ダチ トウガ ラシは トウガ

ラシと同 じ様にジ ャワ島の食生活に とって,非 常

に重要で数多 くの用途 に用 いられている。 イ リア

ンジャヤ州同様,キ ダチ トウガラシが乾燥 して利

用され ることはな く,生 で調味料 として用 い られ

る。果実の形態では,前 述 した18の 型のうち,7

の型の分布が認め られ た(Table1)。

2.タ イ

a.北 部 タイ

北部 タイは山地 と盆地か らな り,盆 地 ではチャ

オプラヤ水系の4河 川(ピ ン ・ヨム ・ワン ・ナー

ン)を 利用 した小規模灌概 による稲 作及び乾季 の

商品作物生産(野 菜 を含む)が 行われている。乾

季の前半にはかな り温度が下が り,作 期 の短 い温

帯作物 も栽培 されている。山地斜面 では今 なお焼

畑が行われている所があ る。今回,タ ーク県メソ

ッ ト郡,メ ホンソン県 メサ リア ン郡,チ ェンマイ

県チ ェンマイ市,チ ェンラーイ県チェンライ市 ・

メサーイ郡,ナ ー ン県ナー ン市 で調査 を行 った。

調査を行った地域 は全て盆地 とその周辺の 山地斜

面である。

北部 タイでは,キ ダチ トウガラシの栽培 はあま

り多 く見 られ なか った。タイ語 ではキダチ トウガ

ラシは 「プ リック ・キー ・ヌー」又 は 「プ リック

・キー ・ノック」 と呼 ばれ る。 「プ リック」は ト

ウガラシ類の総称 であ り,「 キー ・ヌー」 は 「極

く小さい」 という意味 で,「 プ リック ・キー ・ヌ

ー」 は小 さい トウガラシ という意味 になり
,イ ン

ドネシア語の 「リチャ ・ラウィッ ト」同様,種 と

しての キダチ トウガラシを意味す るわ けで はない。

事実,「 プ リック ・キー ・ヌー」 と呼 ばれ ている

トウガ ラシ類には 「キダチ トウガラシ」でない も

の も多 く含 まれてい る。一 方,「 プ リック ・キー
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・ノ ック」の 「キー ・ノック」は 「鳥の糞」の意

味 で,こ ちらは殆 ど全てキダチ トウガラシである。

農家や市場で聞 き取 り調査 を行 う際,「 プ リック

・キー ・ヌー ・スワン」を栽培 して いる場所を聞

いた。「スワン」 は 「園地」の意味 で,「 プ リック

・キー ・ヌー ・スワン」は野菜農家の生産圃場 で

栽培 されている 「プ リック ・キー ・ヌー」 とい う

意味 になる。 この質問に対 して,多 くの情報提供

者は20～30年 前迄は 「プ リック ・キー ・ヌー」の

ある程度の規模の栽培 が見 られ たが,最 近は殆 ど

見られ ない と答 えた。事実,キ ダチ トウガラシを

出荷で きる程の規模で栽培 している農家は,調 査

を行 った北部の盆地等平地部 では殆 どなか った。

トウガラシ類を栽培 している農家 は殆 どキダチ ト

ウガラシではな くトウガラシ(Capsicumannuum

L)を 栽培 して いた。農家がキダチ トウガラシ,

特 に果実の小 さいキダチ トウガラシの栽培 を好 ま

ない理由は2つ ある。1つ は,収 穫時に多 くの労

力を必要 とする ことである。上で紹介 したPurs-

groveら(1981)の 記述 とは異 なり,タ イに分布

するキダチ トウガラシは殆 ど全て1花 房1果 実 で

あ り,通 常1つ の葉腋 に1つ の小 さな果実をつけ

る。 このため,農 家は小 さな果実を1つ1つ つみ

とっていかなければならず,収 穫の手間がかかる。

また,果 実の開 花 ・成熟 はだ らだ らと続 き,短 期

間 に集中 して結 実することはな く,収 穫効率 も悪

い。 もう一 つは,キ ダチ トウガラシの晩熟性 であ

る。キダチ トウガラシは一般 に初期生 育が遅 く,

条件に もよるが最初の収穫 まで3～6ヶ 月かか る。

このため,土 地 の利用効率が悪 くなる。 タイの農

業統計 では,ト ウガラシ類は一括 して扱われ るた

め,キ ダチ トウガラシの栽培面積 の推移 は明 らか

でないが,栽 培が減少 しているのは確か なようだ。

キダチ トウガラシの栽培が殆 ど見 られ ないとい

う事実 は,地 方の市場において も確か められ る。

タイの市場で は,タ イの食生活 にお ける トウガラ

シ類の重要性 を示 すかの ように多 くの種類 の トウ

ガラシ類が豊富に売 られてい る。 しか し,そ の殆

どが トウガラシで,キ ダチ トウガラシを見掛 ける

ことは希 とは言わないまで も非常に少ない。売 ら

れて いて もほんのわずかで農家が自家菜園 で作っ

た もの をごく少量,他 の ものの片隅で売 っている

ことが多い。例外 はナご ンの市場 である。 ナーン

の市場では,多 くのキダチ トウラガシが売 られ て

いた(Plate6)。 キダチ トウガラシの多 くは近辺

に住 む山岳小数民族が山地斜面を利用 した常畑 あ

るいは焼畑 で栽培 しているとい う。北部 タイでは

ナー ン県だけではな く,チ ェンマイ県 ・チェンラ

ー イ県 ・メホンソン県等に も非常に多 くの山岳小

数民族が住んでいるが,他 の県の市場 ではこれ程

キダチ トウガラシが見 られ ることはなか った。 ナ

ー ン県 は北 部タイの西北部に位置 し,近 年 まで共

産ゲ リラの活動 が活発だ ったためか,今 なお入県

にあた っては検問が あるな ど,他 の北部諸 県とは

異な る様相を示している。社会 ・経済 ・産 業 ・生

活全般にわたって,中 央の影響 が比較的少 ないよ

うに思 える。 ある程度古い時代の北 部タイの市場

の様子 を今なお残 してい るのか もしれ ない。市場

での調査の後,ナ ー ン市近郊の山岳小数民族の村

を訪ねた。 その村 は山間にあ り,近 隣の 山の斜面

を利用 して,陸 稲 ・トウモ ロコシ ・マメ類 の焼畑

PlateEi Birdpeppersoldinalocal

Nan.NortherIlThailand.

marketin
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Plate7Birdpeppercultivatedinashiftingculti-

rationfield≪-ithmaizeinahilltribe

village,¥an,tiorthernThailand.

栽培 を行 って いた。キダチ トウガラシの畑 もあ り,

キダチ トウガラシ と,キ ダチ トウガラシと トウガ

ラシの交雑種 と思われ るものが,ト ウモロコシと

混植栽培 されていた(Plate7)。 今回 の調査で は

時間の関係で1ヶ 所 しか行 けなか ったが,他 の山

地斜面で も同様のキダチ トウガラシの栽培が見 ら

れ ると思 われる。 ター ク県 メソッ ト郡 ドーイム ソ

ー村 も山岳小 数民族の村であ るが
,そ の近 くを走

る国道沿 いの観光市場で も特産品 として乾燥 した

キダチ トウガ ラシを売 って いた(Plate8)。 盆地

等平坦地の農家の嫌 うキダチ トウガラシの栽培 も

山岳小数民族の村では今 なお残 ってい る。

以上述べた ように,北 部 タイで はキ ダチ トウガ

ラシの商業的規模 での栽培 は山地斜面での山岳小

PlateSDriedbirdpepperssoldinalocalmarket

nearDoiMusoeeillage,Tak,Northern

Thailand.

数民族に よる もの を除 くと殆 ど見られない。 しか

し,キ ダチ トウガラシの植物体 そのものは頻 繁に

見 ることができる。農家 ・都市郊外の住宅の庭先,

山岳小数民族の村の中,森 林公園の中等,自 生 し

ているキダチ トウガラシは多 い。 こういった自生

しているキダチ トウガラシ も,「 プ リック ・キー

・ヌー」 あるいは 「プ リック ・キー ・ノ ック」 と

呼 ばれる。 自生 しているキ ダチ トウガラシは元々

どこから来たのかと尋ね ると,鳥 が種 を運んで き

たの だとい う答えが ほとん どだった。 こうい った

キダチ トウガラシは 「プ リックキー ・ヌー」 とも

呼 ばれ ることからもわかる とお り,果 実の小型の

もの ばか りである。自生 している とはい え,殆 ど

の場合果実は収穫 し利用 していた。

キ ダチ トウガラシは殆 どの場合,乾 燥せずに生

で利用 されていたが,乾 燥 して利用 される場 合も

ある。上 で既 に述べたように,タ ー ク県メソ ット

郡 ドーイムソー村では乾燥 したキダチ トウガラシ

を特産品 として売 っていた。

前述 した果実の形態 によって分類 した18の 型の

うち,北 部タイでの調査では3つ の型の分布が認

め られた(Table2)。

b.南 部タイ

南部タイは半島部を占め,中 央 の標高の さほ ど

高 くない山地部 と海岸低地 よ りなる。他の地域よ

りも気温が高 く年間降水量 も多い。 このため,ゴ

ム ・コシ ョウ ・アブラヤシ ・種々の熱帯 果樹等の

商 品作物 の生産が行われて いる。調査は,ス ラー

タニー県カンチャナディッ ト郡 ・ゴサムイ郡,ソ

ンクラー県ハジャイ市,パ タニ県パタニ市,ナ ラ

テ ィワー ト県ナラティワー ト市,ヤ ラー県バ ンナ

ンサター郡,サ ー トゥン県サー トゥン市,プ ーケ

ッ ト郡プーケ ット市 ・カ トゥー郡,ラ ノーン県ラ

ノー ン市で行った。調査 した地域 は主 として海岸

低地であるが,ヤ ラー県バンナンサター郡等一部

山地斜面 も含 まれる。
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Table2Fruitt}peofthebirdpepperdistributedin¥orthernand

SouthernThailand

北 部タイと異 なり,南 部 タイでは'ド野部で もキ

ダチ トウガラシの商業的栽培 が見られた。農家の

野菜圃場 で栽培 されていたキダチ トウガラシは中

・大型で細 型,緑 熟期の果色が黄緑色の もの と,

大型で細型,緑 熟期の果色が暗緑 食のもので,調

査 した各地 の市場で も割合頻 繁に見 られ た。 キダ

チ トウガラシの栽培 は,都 市近 郊の野菜農家圃場

で最 も多 く見 られた(Plate9)が,ゴ ム園での ゴ

ムとの混植 も多 く見 られ た(PlatelO)。 ゴム は更

新後樹液の採取 までに約7年 間必 要 とし,苗 木を

植えてか らある程度 ノくきくな るまでは,野 菜やパ

イナ ップル,マ メ類等 を混植 し土地 を有効 に使 う。

こうい ったゴムの幼木期 を利用 した野菜等の栽培

は南部 タイの至 る所で見 られ る。キ ダチ トウガラ

シはこのよ うな更新直後の ゴム園で よく栽培 され

ていた,し か し,南 部タイで も 「プ リック ・キー

t'late9 Birdpeppercultivatedinafarmeポsfield

nearTrang,SouthernThailand.

Plate1〔DBirdpeppercultivatedinafarmer's

rubberfieidnearNarat{wat.Southern

Thailand.

・ヌー ・スワン」 と呼ばれる小型の果実 をつ ける

キ ダチ トウガラシの栽培 は殆 ど見 られなか った。

農家での聞き取 りでは,「 ブ リック ・キー ・ヌー

・スワン」の栽培は ここ二,三 十年 の間 に急速に

見 られな くなった とい う。

南部タ イにおいて も,北 部 タイ以上 にキダチ ト

ウガラシの自生が見 られた。 農家 ・都市郊外住宅

地の庭先,果 樹園,ゴ ム園,自 然公園の中等で見

られたが,特 に多か ったのは,果 樹 園とゴム園で,

果樹の ト,ゴ ム園の林縁部等で数 多 く自生 して い

た(P董atell)。 また,山 際や山地斜面のア リ塚 で

の 自生が多 く見られた。 タイでは滝 がしばしば森

林局の管理する白然公園 とな っているが,こ の中

の比較的明るい所で もよく自生 していた。 また,

自然林の中では殆 ど自生は見 られなかったが,林

縁部では よく自生 していた。自生 しているキダチ
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Plate11 Birdpeppergron・nn-ithoutintentionall}

plantingunderaduriantreeinadurian

gradennearSuratanee,SouthernThai-

land.

トウガラシは例外な く小型 の果実 をもってお り,

中 には果実長が2～3mmと いう極めて小型の も

の もあ った。 こうい ったキダチ トウガラシはほぼ

例外な く果実の成熟 後収穫 され利用 されていた。

南部 タイで も,キ ダチ トウガラシは殆 どの場合

生で利用 されていた。調査 した市場 では乾燥 した

キ ダチ トウガラシを売 って いる所は一ヶ所 もなか

った。

また,果 実 の形態 によって分類 した18の 型の

うち,南 部 タイで は11の 型 の 分布 が認め られた

(Table2)0

3.西 南諸島

西南諸島 は九州南端 か ら帯状 に西南 に伸びる火

山島で,山 と海岸低地よ りなる。今回は,石 垣 島

・宮古島 ・伊良部 島で調査 を行 った。

調査 した3つ の島では,キ ダチ トウガラシを実

際 に出荷用に栽培 していた農家圃場はなかったが,

聞 き取 りによる と竹富島で栽培が行われている と

い うことだった。調査 を行 った農家の野菜圃場で

は,キ ダチ トウガラシと トウガラシの交配種 とお

もわれる植物の栽培が行われている所が あった。

一方,農 家や都市郊外の住宅地 の庭先で は,し ば

しばキダチ トウガ ラシが植えられ ていた。 こうい

ったキダチ トウガ ラシは植 えられた もの もあるが,

自生 も少な くない。 ここで も,自 生のキダチ トウ

ガラシの種 は鳥が運んで来 たという話 しを聞いた。

自生の場合 も果実の成熟後利用する。 ほ とん どが

自家消 費用で,出 荷することはない。 また,こ れ

らの自家消費用キダチ トウガラシには,発 芽後数

年経過 したのではないか と思われるほど,大 きな

木 にな っている ものも珍 しくなかった(Platel2)。

西南諸島では,キ ダチ トウガラシはほ とん ど生

で利用 される。有名 なのは,ソ ーキソバの薬味 と

して,生 のキダチ トウガ ラシを焼酎 に漬 け込んで

利用す ることである(Plate13)。 また,生 のキダ

チ トウガラシ果実 を瓶詰めに した商品 も売 られて

いた。

西南諸島 ではキダチ トウガラシの変異が小 さか

った。果実 の形態 によって分類 した18の 型の うち,

中型で丸型 そして緑熟期の果色が黄緑色の1つ の

型の分布 しか認 められなかった。

c)考 察

現地調査の結果,東 南 アジアではキダチ トウガ

ラシの果実の形態に非常 に大 きな変異が認 め られ

た。果実形態の変異 は,特 にイ ンドネシア ・イ リ

アンジャヤ州 及びジャワ島,南 部 タイで大 きか っ

た。北部タイでは,今 回の調査範囲内で は,果 実

P且ate12 BirdpeppertreeinMi、 ・akoislandOki.

nawa,Japan.



62 浦1二財団研究報告書Vol.4(1994)

Plate13BirdpepperpicklesinJapanesespirits.

形態の変異が少 な く,西 南諸島に至 っては,わ ず

かに1つ の型 しか認めれ られなかった。即 ち,東

南アジアに限 っていうと,キ ダチ トウガラシの果

実形態は,南 では変 異の幅が大 きく,北 に行 く程

小 さくなる。一 方,キ ダチ トウガラシの東南 アジ

ア域内での東西 の分布の差異 については,様 相が

異 なる。ジャワ島 で も,イ リア ンジャヤ州 でも,

ともに果実形態 の変 異が大 きく,南 北 間に認 めら

れ た変異の幅 の大きな差違 は東西では認められ な

か った。果実 の形態 は,辛 み ・香 り等 と並んで,

人間の選抜が加 わ りや すい重要な形質である。在

来品種に多様 な果実 の形態 の変異が見 られるこ と

は,そ の作物 が地域 に とって亟要であ り,利 用形

態 ・栽培環境 も多様 であることを示唆 している。

東南 アジア ・東アジアの地域間の果実形態 の変異

の多寡 と,伝 播経路 については後 に考察する。

調査 した地域 では,イ リアンジャヤ州を除 き,

キダチ トウガ ラシが 口常 の食生活 によく利用 され

ている。基本的には生で種 々の料理に利用 される

が,タ イでは乾燥 した ものを用 いることもある。

利用 に関する地域 差は大き くない。果実の小 さい

キダチ トウガ ラシについては,ほ とん ど栽培 が見

られ ないためか,都 市住民 にとっては既に馴 染み

の薄 いfr在 にな りかけている。

栽培 されてい るキ ダチ トウガラシは果実の中型

か ら大型の もので,小 型 のものの栽培は北部 タイ

の山地民や イリアンジャヤ州沿岸の山地 斜面の焼

畑 等,限 られた地域 で見られ るだ けであ る。栽培

に関 する地域差 も顕著 である とはい えない。

呼称 については,種 としての キダチ トウガ ラシ

を特定 するような名前は,ど の地域に も見 られな

い。 トウガラシ類の呼称は基本的 に果実の大 きさ

や色 ・用途等で決め られてお り,タ イ語の 「プリ

ック ・キー ・ノック」以 外には,あ る特定の呼称

とキダチ トウガラシとが呼応することはない。

果実 の小さいキ ダチ トウガラシには,共 通項が

あ る。 どの地域 において も,自 生が見 られ,と い

うよりほ とんどが 自生であ り,多 くの農民や住民

は自然に生 えてきたキ ダチ トウガラシの種 は鳥 に

よって運 ばれてきた ものだ としている。鳥が キダ

チ トウガラシの果実 を食べるのは事実 のようで,

いくつかの調査地では よく食べる鳥の名前 まで教

えて くれた し,鳥 によるもの と思 われ る果実の食

痕 を何度か見る機会 もあ った。自生す るキダチ ト

ウガラシのほとんど全てが果実の小さい型である

ことは,種 子 が鳥 によって散布 されているとする

と納得がい く。果実食鳥は5～12mm程 度の果実

を最 も好んで食べ る とされ(中 西,1994),小 型

の果実 を持つキダチ トウガラシはち ょうどこの範

囲 にはいるからである。 また,キ ダチ トウガラシ

の 自生が比 較的明 るい林縁部や果樹園 の中でよ く

見られ ることは,ほ とん どが森林性 である果実食

鳥の生息場所 とも一致す る。 また,キ ダチ トウガ

ラシの成熟時の赤 い色 は黒 と並んで最 も果実食鳥

をひきつける色 である(中 西,1994)。 鳥は明 ら

か に果実の小さいキダチ トウガラシの伝播 に重要

な役割 を果た しているようで,こ のこ とについて

は後に さらに考察 を進め る。

3.生 化学的特性の分析

種子貯蔵タンパクやア イソザイム等 の生化学的



香辛料に見るコロンブス以前の新大陸食文化のアジアへの伝播 63

特性 は,人 間 による選抜圧 を受 けていないため,

作物 の類縁性 や伝播経路の推定 を行 う際信頼性か

筒い(Cooke,1984,Tomookaetal.,1992)。 ここ

では,種 子内 に貯蔵 され てい る全 タンパ クを,

SDS一 ポ リア ク リルア ミドゲル電気泳動 によ り分

析 した。

a)方 法

種子 タンパ クの分析は以 下の手順で行 った。

1.種 子1粒 をたた きつぶ し,0。02%のSDS

と5Mの 尿素 を含む0.05MのTris-HCIバ ッフ ァ

0.2～0.4mlで 抽出 した後,20ｵ1の メルカプ トエ

タノール を加 えた。

2.抽 出液10ｵZを 電気泳動 用ゲルの資料挿 入

溝に注入 し,50mAの 定電 流で約1時 間半電気泳

動を行った。 ゲルは,13%の ポ リア クリルア ミド

ゲルを用いた。

3.泳 動後,ク ーマシー ブルーで3～4時 間染

色 した後,酢 酸 ・メタノール を含む脱色液で脱色

した。

以上 の操作 で得 た電気泳動像を品種 ・系統問で

比較 した。分析 には今回の現地調査 で収集 した も

のを含 む125品 種 を供試 した。 また,種 間差 異 を

明 らかにす るため,同 時にキダチ トウガラシを含

むCapsicum属5種 の分析 も行った。

b)結 果

Capsicum属5種 の電気泳 動像をFig.6に 示 し

た。供試 した5種 の種子貯蔵 タンパ クには明 らか

な差異が認め られた。CapsicumbcacatumL.と

CapsicumpubescensRuiz&Pav.に はC群 及 び

E群 のバ ン ドで他の3種 と異 なるパ ターンを示 し

た。CapsicumchinenseJacq.とCapsicumfrute-

scensL.(キ ダチ トウガ ラ シ)及 びCapsicum

annuumL.(ト ウガラシ)の3種 は非常 によ く似

たバ ンドパターンを示 し,特 に全二者には全 く差

異が認 め られなか った。

キダチ トウガラシの電気泳動像 をFig.7とPlate

Fig.6Electrophoregramof5speciesingenus

Capsacx≫z(1.C.baccatirna,2.C.pubescens,3.

C.ノizitesceras,4.C.chinense,5.C.α1〃z'`!4ηz).

14に 示 した。供試した125品 種 のキダチ トウガラ

シには顕著 な種内変異 は認 められなかったが,D

群及びE群 のバ ン ドの濃淡 により4つ の型に分け

た。Table3に4つ の型の地理的分布 を示 した。

タイプ1が 最 も多 く,ほ とん どの地域 に存在 した。

Fig.7Fourtypesof electrophoregramofbird

pepper.
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Plate14 Electrophoregramof

variousbirdpepper.

seedproteinon

Table3Theclassificationofthelocalvarietiesof

C.frutescensbytheelectrophotogramsof

seedstorageproteins

タイプ2の バ ン ドパ ター ンを持つ ものは,タ イ ・

セー シェル ・台湾 ・沖縄 に分布す る17の 品種 だっ

た。 タイプ3の バン ドパ ター ンを持つ ものはタイ

・イ ンドネシアの9品 種のみだ った。一 方,E群

に特異な濃 いバ ン ドを持つ タイ プ4は 沖縄 ・宮古

島 に1品 種 ずつ認 められた。

c)考 察

今回収集 した品種 を含む東南アジアのキダチ ト

ウガラシの種子 タンパ クの電気泳動像 には顕著 な

品種間差異 が認 められ なか った。形態的 には極 め

て多様 な変異が認 められているだけに,予 想外 な

結果 となった。 このことは,キ ダチ トウガラシが

東南アジアに伝 えられ てか らさほ ど時間 が経過 し

ていないことを示唆 してい るように思 える。 ただ

し,種 子貯蔵 タンパ クの種内変異が極 めて少 ない

植物種 も存在す るので,起 源地近 くに分布す るキ

ダチ トウガラシの変異 を分析するまで は,明 瞭 に

結論づ ける ことはで きない。

南西諸島に分布す る品種にはE群 に濃 いバ ン ド

を持つ タイプが あり,こ の型は トウガラシのバ ン

ドパターン と同一であ る。南西諸 島には形態的 に

もキダチ トウガラシと トウガラシの中間の特性 を

示す ものがあ り,両 種の交配種 ではないか と思わ

れ るが,種 子 タンパ クの分析 もこのことを示唆 し

ている。

4.総 合考察

本研 究では,現 地調査で在来 品種の形態的特性

・利用 ・栽培 に関す る観察 ・聞き取 りを行い,さ

らに収 集 した在来品種の生化学 的特性の調査 を行

った。 ここで は,主 として形態的特性 と生化学的

特性の調査結果か ら,東 南アジア ・東ア ジア にお

けるキダチ トウガラシの分布 と伝播経路 について

考察する。

果実の形態の ように,利 用する人間の選抜圧 を

受けやすい形質 は,利 用や栽培環境の多様化 によ

り短期 間に広範 な変異が集積 しやすい。従 って,

変異の多さが必ず しも起源地 との近 さを意味 しな

い。 これに対 して,種 子貯蔵 タンパ クの ような生

化学的特性 は,人 間の選 抜圧 をのがれてお り,利

用や栽培環境の変化を考慮 にいれ る必要がな く,

品種 間の類縁関係の より信頼性の高い指標 とな り

うる。 しか しなが ら,電 気泳動 による種子タ ンパ

クの分析結果で は,顕 著 な種 内変異が認め られな

かった。 この こと自体 は,東 南 アジアにおけるキ

ダチ トウガラシの歴史 がさほど長 くない ことを示

唆 しているように思えるが,起 源地付近の変異の

幅が不明 なため明言することはで きない。いずれ

にせよ,東 南ア ジア ・東 アジアにおけるキダチ ト

ウガラシの伝播経路 の推定 には,種 子タンパク分
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析の結果 は役 に立たない。そ こで,利 用 ・栽培環

境等 に留意す る必要はあるが,形 態的な形質であ

る果実の形態的特性について詳細 に考察する こと

とする。

既 に前々章 で述べた ように,東 南 アジア ・東ア

ジアでは,キ ダチ トウガラシの果実形態は,南 で

は変異の幅が 大き く,北 に行 く程小さ くな る。 こ

の ことは,東 南 アジアにお けるキダチ トウガラシ

の伝播経路 が南から北 であることを示唆 してい る

と思われる。地域住民 の食生活 における重要1生や,

利用 ・栽培環境 に大差 がないのならば,伝 わ って

来てか らの時間が長 い程,即 ち伝わ った年代が古

い程,あ る遺 伝子に起 こった突然変異が特定の在

来品種 として固定 される確 率が高 くな り,結 果 と

してある形質に見 られ る変 異の幅が広 くなる。従

って,通 常 は変異の多 く見 られる地域か ら変異 の

少ない地域へ伝播 した と考 えられる。今回調査 し

た地域内で は,利 用 ・栽培 環境に顕著な差異は認

め られず,域 内南部 に位置す るイン ドネシア等の

東南アジア島LI:部に伝 えられたキダチ トウガラ シ

が,次 第に北上 して いった もの と考えられ る。

一方,調 査域内での東西の伝播過程 は明確にい

えない。イン ドネシア ・イ リアンジャヤ州,ジ ャ

ワ島 とも,果 実形態 に多 くの変異が認められ,ど

ちらの変異の幅 が大 きい とはいえない。 ジャワ島

では,キ ダチ トウガラシの変異 も多 く,日 常的 に

非常 によく利用 されているが,イ リアンジャヤ州

では,変 異が多いに もかかわらず,そ の利用は比

較的限 られている。イ リアンジャヤ州調査地 での

住民 の食生活 にお けるキダチ トウガラシの重要度

は さして高 くない。 この ことは,ニ ューギニア島

の東半分で あるパ プアニ ューギニアで も同様の よ

うで,今 までに行われて きた種々の現地調査で も,

トウガラシ類 の重要性 は認識 されていない(鈴 木,

1991)。 イリア ンジャヤ州で は,政 策的 ・自発的

移住 により,ジ ャワ島 から多 くの農民が移 り住 ん

できてお り,移 民た ちは移 り住 むと同時 に故郷 の

食文化 もイリアンジャヤ州に もたらした。このた

め,イ リアンジャヤ州の調査地 で認 められたい く

つかの品種,特 に栽培 されている ものは ジャワ島

か らの移民に よりもたらされた可能性がある。 し

か し,自 生 している ものや斜面利用の焼 畑で植え

られているものは,ご く近年導入 された とは思え

ず,キ ダチ トウガラシに対す る呼称 もジャワ島で

の名称 とは異なる独自の ものが用い られ ている。

イリアンジャヤ州に分布 するキダチ トウガラシの

多 くは,近 年の導入品種ではなく在来の もの であ

ろう。通常,起 源地に近ければ多 くの変 異が集積

し,遠 くなるにつれ変異は小さ くな る。 しか し,

既 に述べたように,起 源地から遠 く離れていて も

その作物の重 要性が高 く利用や栽培環境 が多様化

すれ ば,や は り多 くの変異が集積 する。従 って,

同 じ程度の変 異の多さであれば,重 要度の低 い方

が起源地 に近 い と考 える方が妥当 と思われ る。 こ

の点 からいえば,キ ダチ トウガラシは東の イリア

ンジャヤか ら西のジャワに伝 えられていったとも

考え られるが,確 言はできない。他の遺伝子 の関

与 した形質 について も,さ らに調査を進 める必要

がある。

以上,東 南 アジア ・東アジア域内でのキダチ ト

ウガラシの伝播経路について考察 した。次に,キ

ダチ トウガラシはどこか ら東南 アジア ・東アジア

に伝 えられたのか について考察す る。既 に述べた

ように,東 南 アジア域内でのキダチ トウガラ シの

東西の移動について は,今 同の調査 では明確な こ

とはいえない。 しか し,東 南アジアの西方 に目を

転 じてみ ると,バ ングラデシュ ・イン ドでは,キ

ダチ トウガラシの分布 は限 られ,果 実形態の変異

もさほど大 きくない(矢 澤,正 永私信)。 バ ング

ラデシュ ・イン ドでの トウガラシ類の重要性 を考

えてみると,キ ダチ トウガラシが西方か ら東南 ア

ジアに伝 えられた とは考 えに くく,む しろ,東 南



66 浦 ヒ財団研究報告書VoL4(1994)

アジアか らバ ングラデシュ ・インドへ伝 えられ た

と思われる。 また,北 方 には全 くキダチ トウガラ

シが分布 せず,東 南 アジア域内で も南 方から北上

した と考 えられるこ とから北方か ら伝 え られたの

ではない ことは明 らかである。 これ らのこ とから,

現時点ではこの地域 への伝播経路 として次の3つ

が考 えられる。

1.東 方のポ リネシア等太平洋地域 か ら,古 い

時代の航 海者に よって伝 えられた。

2.コ ロンブスのアメ リカ到達以 降,ヨ ーロ ッ

パ人の航 海者の手によって南米か ら直接 種子 が持

ち込 まれた。

3.ポ リネシア等太平洋地域か ら,鳥 によって

運 ばれて きた。

1.に ついては,既 に古代 において中南米の重要

な作物 となっていた トウガラシ類が航 海者によっ

て他の作物 と一緒にポ リネシア等太平洋地域 に伝

えられ,さ らに西進 して東南 アジア に至 った とい

うことは十分に可能性 がある。 この点について,

太平洋地域でキ ダチ トウガラシが どの ように分布

しているのか,さ らには,ど のように利用 ・栽培

されているのか を知 る必要がある。種々の知見に

よ り,太 平洋地域の住民の食生活 にとって,ト ウ

ガラシ類が東南ア ジア程重要でないの は明 らかで

あるが,分 布や変異 については明 らかで ない。今

後 この地域での調査が必要であろう。2.に つ いて

も,大 いに可能性が ある。16世 紀以降の大航海時

代にヨーロッパの熱帯地域 における植民地経営戦

略の一環 として,あ る地域か ら他の地域への作物

の導入が盛ん に行われた。その中に トウガラシ類

が入っていて も不思議 はない。日本への トウガラ

シ類の伝播 は天文年間(16世 紀半 ば)で あるとさ

れてお り,こ れが事実 ならコロンブスの アメ リカ

到達以 降相 当早 い時期 に東ア ジアへ も到達 したこ

とになる。中南米か らヨー ロッパを経 由 して東漸

し東アジアへ到達 したと考 えるにはあま りに も早

すぎる。初期の トウガラシ類が中南米か らこの時

期直接持 ち込 まれ た可能性 は非常 に高 い。3.に

ついて も,果 実食鳥が特に果実の小 さい,自 生す

るタイプのキダチ トウガラシの伝播 に大 きな役割

を果た していることは既に述べた。鳥の 食物体内

保留時間,即 ち摂食か ら排泄 までの時間 は極 めて

短 く通常数分から数十分程度であ り,陸 地 内で は

森林樹種の鳥 による散布 距離 は30～100mが ほ と

ん どであ るとされている(中 西,1994)。 この た

め,陸 地では種子 が鳥 により遠距離 を運 ばれる可

能性 はほ とん どない。 これに対 して,海 鳥 は海 ヒ

を飛ぶ間排泄 しないため,渡 り鳥による長距離の

伝播の可能性 は高 い。鳥 により,起 源地 である中

南米か ら太平洋地域 に伝 えられ,そ の後 さらに西

の東南ア ジアに伝えられた とい うことは大 いに考

えられ る。

以 ヒ,い ずれの可能性 にせ よ,キ ダチ トウガラ

シが東方か ら東南アジア ・東アジアに伝 え られ た

ことは間違いな さそうだ。 それでは,そ の時期 は

いつであろうか。 この点 については,栽 培 されて

いる主 として果実の中 ・大型の品種 と,ほ とん ど

が自生す る果実の小型の品種 とを分けて考えた方

がよい。

まず,栽 培品種の方であるが,古 代の航 海者が

食物 として太平洋地域 に持 ち込んだ可能性 はある

が,サ ツマイモほ ど住民 に受 け入れ られていなか

ったのではないか と思われ る。今後利用 ・栽培 に

関 する詳細な調査が必 要であるが,ト ウガラシ類

が太平洋地域の住民の食生活 に欠 くべか らざる重

要な食物 であ ることを示唆す る文献は少ない。 イ

リアンジャヤ州を含むニューギニア島で も同様 で

ある。栽培品種が数千キロに及ぶ利用の希 薄な地

域,し か も海上に散 らばる島々 を伝わって きた と

は考 えに くい。 また,鳥 による伝播の可能性 もさ

ほ ど高 くない。果実が大 きく,果 実食鳥 の数の限

られる園地で栽培 される栽培品種 は,鳥 に食べら
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れる機会 も少ない。従 って,キ ダチ トウガラシの

栽培 品種 は大航海時代以降の航海者によってもた

らされた可能性 が強 い。

一方,果 実が小型 の自生 するキダチ トウガラシ

は,鳥 による伝播 を第一 に考 えるべ きだろう。今

後,分 布 に関する太平洋地域での調査が必要であ

るが,栽 培 品種 とともに東南 アジア ・東アジア に

持 ち込 まれ,そ の後栽培圃場か ら鳥に よって拡散

し自生する ようにな り短期間の間に域内全域に広

が った とは考 えに くい。 自生の キダチ トウガラシ

はHarlanの いう`encouragedplant'(人 間に よ

り意図的に播種 されたのではないが,収 穫 し利用

す るために人間によって保護 され る植物,野 生植

物 と栽培植物の中間段 階 と考 えられ る,Harlan,

1993)で あ り,あ る程度人間 の保護がなければ分

布 を広げる ことはで きない。 このことと,陸 地内

での鳥に よる種子の拡散 は距離 が限 られ ること ・

キダチ トウガラシが重 要な交易品でなか ったこ と

とを考 えあわせ るとキダチ トウガラシが東南アジ

ア全域 に分布 を広げるのには相当の年月がかか っ

たので はな いか と思われる。現段階で は,具 体的

にいつ,東 南ア ジアに もた らされたのか を特定 す

ることはで きないが,ト ウガラシや栽培品種のキ

ダチ トウガラシより以前に,即 ち コロンブスのア

メ リカ到達以前に伝 えられていた ように思 える。

現地 調査 を行 った地域 で古い時代 を現在 に残 して

いる と思われ る北部 タイや イリア ンジャヤ州 の焼

畑 圃場 で栽培 されているのが トウガラシでな くキ

ダチ トウガラシであるという事実はその傍証 であ

るよ うに思 える。今後,考 古学的な手法 も合せ て

更なる調査が必要であろう。
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Pre-Columbiandistributionofcondimentsfromthe

NewContinenttoEastAsia

SusumuYazawa(FacultyofAgriculture,Kyotouniversity)

Birdpepper(CapsicumfrutescensL.),consideredtobeoriginatedinCentralAmerica,

isdistributedbroadlyinSoutheastAsiaandsouthernpartsofEastAsia.Thisstudywas

conductedtoclarifythepossibilityforthiscroptobetransferredtoAsiadirectl}・inPre-

Columbianages.FieldsurveyswerecarriedoutinIrianJayaandJavainIndonesia,

NorthernandSouthernThailandandSeinanIslandsinJapan.Morphologicalvariations

offruitsobservedinlocalcultivarscollectedinsurveyareasweremorepronouncedin

southernpartsthaninnorthernparts,suggestingthedisseminationofthiscropfrom

southtonorthinAsia.Thevariationsoffruitmorphologywerenotmuchdifferent

betweeneasternandwesternparts,althoughtheutilizationwasclearlydifferent.SDS-

PAGEanalysesofseedproteindidnotshowthewidevariationsoflocalcultivars.

AlthoughsomeofindirectevidenceseemstosuggesttheexistenceofthiscropinAsia

fromratheroldages,clearconclusioncouldnotbedrawn.


